■旧制度認定者と試験認定者の同等性の担保試験のご案内■

日本頭痛学会専門医認定制度に関する内規の第５条「旧制度認定者の資質の担保について」に基づき、旧制度認定専門医（移行措置による専門医）と試験認定専門医の同等性を担保する試験を2009年早々に施行いたします。
試験の実施方法は在宅試験による方法で実施いたします。
詳細につきましては、対象者へ平成21年1月中に担保試験実施のご案内と問題冊子、解答用紙を簡易書留郵便で送付いたします。
平成21年1月末までに担保試験のご案内がお手元に届かない場合は学会事務局へメールあるいはFAXでお申し出下さい。ご確認のうえ再送いたします。
　日本頭痛学会が公告可能な学会に認定されるため、あるいは筆記試験合格者との不公平感を払拭するためにも、ぜひこの試験にご参加いただけますよう、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

在宅試験実施方法：

（１）平成21年1月に問題冊子と解答用紙（マークシート）を簡易書留郵便で送付いたし
ます
（２）試験要項をご参照のうえ、マークシートに解答をご記入いただき、平成21年3月末
（消印有効）までに学会事務局へご提出ください。採点の都合により遅延は認めま

せん。
（３）平成21年5月末までに判定結果をご連絡いたします。

（注）不参加の場合あるいは解答を頂けなかった場合は不合格とみなされます。
不合格の場合は専門医資格の更新が認められませんのでご注意願います。
■試験要項■
１　解答用紙は問題冊子と同時に3月末日までに簡易書留郵便で日本頭痛学会事務局にご返送ください。

２　試験はおおむね3時間以内に回答するものとします。

３　問題冊子は受験の有無にかかわらず回収させていただきます。問題冊子が返送され
ない場合は採点を留保させていただきます。

４　問題冊子のコピーならびに第三者に閲覧させることは、禁止させていただきます。

５　採点結果は5月末日までにご報告いたします。

６　60点以上をもって合格といたします。

７　不参加の場合あるいは解答を頂けなかった場合は不合格とみなされます。

８　不合格の場合は専門医資格の更新が認められません。

９　不合格または病気など、やむをえない理由による不参加の場合は、再試験を考慮い
　　たします。

１０　試験辞退の方は専門医資格を更新できません。ただし既得の5年間の専門医資格は
継続できます。

１１　通信と事務手続きにかかる経費として5,000円を申し受けます。
